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職務発明概要説明書

※職務発明認定に関わる重要な参考資料になりますので、漏れのないようご記入ください。

	（フリガナ）
	

	発明の名称
	


	発明の独創性
	□大　　　　　　　　　　□中　　　　　　　　　　□小

	使用した経費
	　□学内研究費（学園研究費、大学院研究費、特別学園研究費）　

□補助金等　　□受託研究費　　□共同研究費　　□科学研究費

　□奨励寄付金　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	使用した設備及び装置
	□本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用している。
□本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用していない。
（具体：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発明の基となった補助金事業等

　　　 □あり　　□なし
	補助金事業名
	

	
	期　　間
	　　　 年　　月　　日　～　　 年  　月　　日

	発明の基となった共同・受託研究

契約等　　□あり　　□なし
	相手機関名・契約名
	

	
	契約期間（締結日）
	　　　 年　　月　　日　～　　 年  　月　　日


	
	発表済みもしくは発表予定の場合（不備のないように、明記下さい）

	発明に関わる発表（予定）

□あ　り

□な　し
	学会発表

□論文　□口頭
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	学会名等
	

	
	予稿集発行

（CD－ROM）
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	発行機関名
	

	
	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	主催者名
	

	※発明は発表を行うと公知になります。
公然に知られた発明であるとして、特許権取得ができなくなるおそれがありますので不備なく記載ください。

発表（予定）事項が列挙できなかった場合は、本概要説明書の最終ページ（４　発明に関わる発表（予定））に
ご記入ください。

	

	実用化に向けての現状（課題・時期・コスト等の問題点含む）

	(１) 産業上実施化に

向けた発明の完成度
	□産業上実施化できる可能性がある　　　
□産業上実施化できるか否かは不明である
□産業上実施化するためには、まだ解決すべき課題がある
(主な課題：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	(２)実用化に向けての現段階
	□アイデア段階　　□試作・実験段階　　□実用段階（製品化）


＜発明した技術の概要＞

１　発明の概要
本発明と既存技術とを比較した場合の改善点、新規性を含めて記入してください。
記載内容は次の項目を参照ください。

(1)【技術分野】

発明の技術分野を明確にするため、「本発明は～するための～に関する。」のように簡潔に記載ください。

(2)【背景技術】

本発明に関連する従来技術（文献が公知となっている発明を含む）にどのようなものがあるか？なるべく多く記載ください。具体的には、次のように記載願います。

「【背景技術】

従来の○○○には、・・・・を施したものがある（例えば、特許文献1参照。）。また、・・・・・を配置しているものがある（例えば、非特許文献1参照。）。・・・・・・・・・。以下、図○、図○により従来の○○○について説明する。・・・・・・・・。」

(3)【先行技術文献】

先行技術文献の情報は、特許庁の審査官が特許を受けようとする発明の新規性及び進歩性について判断する際に必要となるものです。本発明に関連する文献公知の発明のうち、知っているものがあるときは、その文献公知発明が記載された刊行物の名称その他のその文献公知発明に関する情報の所在を記載します。具体的には、次のように記載ください。（①は該当する場合チェックください）

【特許文献1】特開平6－996620号公報（第3頁、図1）

【非特許文献1】「○○電機　家電製品カタログ1994」、○○電機株式会社、1994年、P16」」

□①これまでに今回の発明に関連する出願をしている。（該当する場合チェックください） 

関連出願の名称、出願番号等の情報、関連出願の発明と今回の発明の違いを記載ください。
(4)【発明の内容】

①（発明が解決しようとする課題）
本発明が課題にしている従来技術の問題点などを記載ください。

②（課題を解決するための手段（発明のポイント））
本発明が課題をどのように解決したか記載ください。

③（発明の効果）
本発明が、従来の技術に比べて優れているといえる点を、発明の有利な効果として記載します。発明の進歩性を判断する材料にもなりますので重要です。また図や表等で、発明の効果がわかる資料がありましたら添付ください。
２　発明の取扱いに関する意見 （該当するもの全てにチェックして下さい。） 
□①本発明は出願すべきと考える。 

□さらに、本発明は外国出願すべきと考える。 

外国出願すべきと考える理由、出願対象にすべきと考える国 

□②本発明は、権利を企業に譲渡してもよいと考える。

□③本発明には重要なノウハウ、プログラムが含まれていると考える。

□④本発明は特許を出願せずに論文等で公開すべきと考える。
３　発明の実施可能性に関する事項 （本発明が実施等が想定される企業の有無） 

（①～④の何れかにチェックし、①～③に該当する場合はご記入して下さい。） 

□①本件は企業等との共同研究あるいは受託研究等の成果である。 

企業名、連絡先、申し入れ内容（権利化費用支援、実施希望等） 

□②上記①ではないが、企業等から具体的な申し入れなどがある。 

相手先の企業名、連絡先 

□③上記①又は②には該当しないが、以下の企業等が興味を持つものと想定される。 

想定される企業名 

□④上記のいずれにも該当しない（あるいは想定されない）。
４　発明に関わる発表（予定）
（１ページ目で記入できなかった発表がありましたらご記入ください。）
	学会発表

□論文　□口頭
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	学会名等
	

	予稿集発行

（CD－ROM）
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	発行機関名
	

	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	主催者名
	


職務発明概要説明書
※職務発明認定に関わる重要な参考資料になりますので、漏れのないようご記入ください。

	（フリガナ）
	リンサンカルシウムフクゴウタイ、ソノセイゾウホウホウ、オヨビソレヲモチイタジンコウセイタイザイリョウ

	発明の名称
	リン酸カルシウム複合体、その製造方法、及びそれを用いた人工生体材料


	発明の独創性
	■大　　　　　　　　　　□中　　　　　　　　　　□小

	使用した経費
	　□学内研究費（学園研究費、大学院研究費、特別学園研究費）　
□補助金等　　□受託研究費　　■共同研究費　　□科学研究費
　□奨励寄付金　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	使用した設備及び装置
	■本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用している。
□本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用していない。
（具体：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発明の基となった補助金事業等

　　　 □あり　　□なし
	補助金事業名
	

	
	期　　間
	　　　 年　　月　　日　～　　 年  　月　　日

	発明の基となった共同・受託研究

契約等　　■あり　　□なし
	相手機関名・契約名
	XX化学株式会社
「リン酸カルシウム複合体の合成条件、方法の模索」

	
	契約期間（締結日）
	　　　 2019年10月1日　～ 2020年3月31日


	
	発表済みもしくは発表予定の場合（不備のないように、明記下さい）

	発明に関わる発表（予定）

■あ　り

□な　し
	学会発表

■論文　■口頭
	発表日
	　　2020年　9月　　　25日

	
	
	学会名等
	○○学会

	
	予稿集発行

（CD－ROM）
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	発行機関名
	

	
	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	主催者名
	

	※発明は発表を行うと公知になります。
公然に知られた発明であるとして、特許権取得ができなくなるおそれがありますので不備なく記載ください。

発表（予定）事項が列挙できなかった場合は、本概要説明書の最終ページ（４　発明に関わる発表（予定））に
ご記入ください。

	

	実用化に向けての現状（課題・時期・コスト等の問題点含む）

	(１) 産業上実施化に

向けた発明の完成度
	■産業上実施化できる可能性がある　　　
□産業上実施化できるか否かは不明である
□産業上実施化するためには、まだ解決すべき課題がある
(主な課題：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	(２)実用化に向けての現段階
	□アイデア段階　　■試作・実験段階　　□実用段階（製品化）


＜発明した技術の概要＞

１　発明の概要
本発明と既存技術とを比較した場合の改善点、新規性を含めて記入してください。
記載内容は次の項目を参照ください。

(1)【技術分野】

発明の技術分野を明確にするため、「本発明は～するための～に関する。」のように簡潔に記載ください。

本発明は、人工骨、人工歯、骨接合材等に使用される人工生体材料として有用なリン酸カルシウム複合体に関する。
(2)【背景技術】

本発明に関連する従来技術（文献が公知となっている発明を含む）にどのようなものがあるか？なるべく多く記載ください。具体的には、次のように記載願います。

「【背景技術】

従来の○○○には、・・・・を施したものがある（例えば、特許文献1参照。）。また、・・・・・を配置しているものがある（例えば、非特許文献1参照。）。・・・・・・・・・。以下、図○、図○により従来の○○○について説明する。・・・・・・・・。」

従来の人工材料に生体活性を付与する技術として、アパタイトを予め体外で人工材料表面に被覆しておく手法が数多く報告されている。例えば、（１）交互浸漬法（特許文献１）、（２）不安定リン酸カルシウム過飽和溶液からの析出法（非特許文献１）、（３）安定リン酸カルシウム過飽和溶液からの析出法（特許文献２～４）、等が知られている。

(3)【先行技術文献】

先行技術文献の情報は、特許庁の審査官が特許を受けようとする発明の新規性及び進歩性について判断する際に必要となるものです。本発明に関連する文献公知の発明のうち、知っているものがあるときは、その文献公知発明が記載された刊行物の名称その他のその文献公知発明に関する情報の所在を記載します。具体的には、次のように記載ください。（①は該当する場合チェックください）
【特許文献1】特開平6－996620号公報（第3頁、図1）

【非特許文献1】「○○電機　家電製品カタログ1994」、○○電機株式会社、1994年、P16」」

【特許文献１】 特許公開20○○－○○○○○○号公報

【特許文献２】 特開20○○－○○○○○○号公報

【特許文献３】 特開平6－○○○○○○号公報 、

【特許文献４】 特開平8－○○○○○○号公報

【非特許文献１】J. Am. Ceram. Soc., ○○, ○○-○○ (20○○)
■①これまでに今回の発明に関連する出願をしている。（該当する場合チェックください） 

関連出願の名称、出願番号等の情報、関連出願の発明と今回の発明の違いを記載ください。
上述の【特許文献１】をこれまでに本学で出願した。
出願名称：リン酸カルシウム複合体の製造方法（特許公開20○○－○○○○○○号）

この方法では得られるリン酸カルシウムの組成と構造を制御することが困難である上、アパタイトを得るためには数十回もの交互浸漬操作を繰り返す必要があるのに対し、今回の発明は、種々の基材に適用可能で、体内において耐剥離性に優れたアパタイト層をその表面に形成する、人工生体材料として有用なリン酸カルシウム複合体の開発、およびその簡便で安価な製造方法を提供するものである。
(4)【発明の内容】

①（発明が解決しようとする課題）
本発明が課題にしている従来技術の問題点などを記載ください。

従来技術の【非特許文献１】では、用いる溶液が極めて不安定であるので、処理する直前にその都度溶液調整を行う必要がある。しかも、基材表面だけでなく処理容器の壁面等にもアパタイトが形成されてしまうので効率が悪い。また、【特許文献２～４】の方法では、シランカップリング処理、生体活性ガラス粉末による処理、リン酸エステル化処理等、面倒な前処理を必要とする等の問題点がある。いずれの方法でも、アパタイト層内でのクラックの形成、アパタイト層の基材表面からの剥離といった問題を完全に防ぐことは困難である。
よって、本発明の第１の目的は、体内環境下において、耐剥離性に優れたアパタイト層を形成し得る、リン酸カルシウム複合体を提供することにあり、第２の目的は、該複合体を効率的に製造し得る方法を提供することにあり、第３の目的は、上記複合体を素材とする、人工骨等の人工生体材料を提供することにある。
②（課題を解決するための手段（発明のポイント））
本発明が課題をどのように解決したか記載ください。
従来の生体活性材料の有する欠点、特に、体内環境下においてアパタイト被覆層が剥離しやすいこと、また高温での熱処理と長い処理時間更には高価な原料を必要とするといった製造プロセス上の問題点等を克服するために鋭意検討した結果、基材表面にリン酸カルシウムからなるアパタイト核形成剤を固定化した特定な複合体が意外にも上記従来技術の欠点を解消するための材料として有効であることを見出し、本発明を完成するに至った。

  すなわち、本発明によれば、以下の発明が提供される。

  （１）少なくともその表面が親水性を有する基材表面に、リン酸カルシウムからなるアパタイト核形成剤が固定化されてなるリン酸カルシウム複合体。

  （２）基材が、金属、セラミックス、または高分子であることを特徴とする上記（１）に記載のリン酸カルシウム系複合体。

  （３）基材表面が、親水化処理されていることを特徴とする上記（１）または（２）に記載のリン酸カルシウム複合体。

  （４）下記工程を含むことを特徴とする上記（１）乃至（３）何れかに記載のリン酸カルシウム複合体の製造方法。

（イ）基材を、少なくともカルシウムを含む溶液で処理する工程

（ロ）カルシウム溶液が付着した基材を、水を含む媒体で処理し乾燥する工程

（ハ）水処理後のカルシウムイオン吸着基材を、少なくともリンを含む溶液で処理する工程

（ニ）リン溶液が付着した基材を、水を含む媒体で処理し乾燥する工程

  （５）下記工程を含むことを特徴とする上記（１）乃至（３）何れかに記載のリン酸カルシウム複合体の製造方法。

（イ）基材を、少なくともリンを含む溶液で処理する工程

（ロ）リン溶液が付着した基材を、水を含む媒体で処理し乾燥する工程

（ハ）水処理後のリン酸イオン吸着基材を、少なくともカルシウムを含む溶液で処理する工程

（ニ）カルシウム溶液が付着した基材を、水を含む媒体で処理し乾燥する工程

  （６）上記（イ）から（ニ）の工程を、所定回数繰り返すことを特徴とする、上記（４）または（５）に記載のリン酸カルシウム複合体の製造方法。

  （７）上記（４）乃至（６）何れかに記載の方法で得られるリン酸カルシウム複合体。

  （８）上記（１）、（２）、（３）または（７）に記載のリン酸カルシウム複合体を素材とする人工生体材料。
③（発明の効果）
本発明が、従来の技術に比べて優れているといえる点を、発明の有利な効果として記載します。発明の進歩性を判断する材料にもなりますので重要です。また図や表等で、発明の効果がわかる資料がありましたら添付ください。
本発明の複合体は、リン酸カルシウムからなるアパタイト核形成剤が基材表面に吸着などにより強固に固定化されている。しかも、該アパタイト核形成剤を基材表面に固体化した複合体は、ヒトの体液とほぼ等しい無機イオン濃度を有する擬似体液または体内において、短期間内にその表面に骨類似のアパタイトを形成する性質（生体活性）を有する。従って、本発明に係る複合体は、人工骨、人工歯、骨接合材や、バイオチップ、経皮端子、組織再生用スキャホールド等の医療用材料として好適に適用することができ、またその作成方法も簡便かつ容易なものである。
２　発明の取扱いに関する意見 （該当するもの全てにチェックして下さい。） 
■①本発明は出願すべきと考える。 

■さらに、本発明は外国出願すべきと考える。 

外国出願すべきと考える理由、出願対象にすべきと考える国 

共同研究先のXX化学株式会社と調整をしているが、該社の市場として考えている米国出願を考えている。
□②本発明は、権利を企業に譲渡してもよいと考える。

□③本発明には重要なノウハウ、プログラムが含まれていると考える。

□④本発明は特許を出願せずに論文等で公開すべきと考える。
３　発明の実施可能性に関する事項 （本発明が実施等が想定される企業の有無） 

（①～④の何れかにチェックし、①～③に該当する場合はご記入して下さい。） 

■①本件は企業等との共同研究あるいは受託研究等の成果である。 

企業名、連絡先、申し入れ内容（権利化費用支援、実施希望等） 

XX化学株式会社
連絡先：XX化学株式会社　研究開発部　田中太郎様　TEL:03-YYYY-ZZZZ　mail:tanaka@xxkagaku.ac.jp
共同出願を希望、該社出願費用を全額負担
□②上記①ではないが、企業等から具体的な申し入れなどがある。 

相手先の企業名、連絡先 

□③上記①又は②には該当しないが、以下の企業等が興味を持つものと想定される。 

想定される企業名 

□④上記のいずれにも該当しない（あるいは想定されない）。
４　発明に関わる発表（予定）
（１ページ目で記入できなかった発表がありましたらご記入ください。）
	学会発表

□論文　□口頭
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	学会名等
	

	予稿集発行

（CD－ROM）
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	発行機関名
	

	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	主催者名
	


記載例
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